
北条道路

交通事故の減少と事故に起因する渋滞を解消し、円滑な人流・物流の確保に

よる生産性向上のため、北条道路の交通安全対策を含む整備促進を図ること。

北条道路の整備により鳥取県の東西が１つに繋なげ、
周辺圏域とのアクセスを向上させ、県内全域を均衡的
に発展！！

事故の減少

北条道路（現道）の事故致死率は全国平均の１６倍も
あり、北条道路の整備により安心して利用できる道路
ネットワークを構築！！

事故致死率

全国 県内の他区間 北条道路(現道)

救命率の向上

高速道路の整備により、東・西部地域の第３次救急
医療施設からの６０分圏域を拡大し、中部地域へのカ
バー率を増加！！

経済活動の活発化

農産物の販路拡大

水産物の販路拡大

琴浦町赤碕の赤碕港に地下水
を使った銀ザケの陸上養殖場が
今年10月5日に操業開始。年間
で幼魚と成魚計６００㌧を生産し、
大山琴浦サーモンとして売り出し、
水産業を活性化

新たなブランドとして、
イチゴの産地形成を目指
し、農業を活性化

企業誘致の促進

県の成長産業であ
る電子部品・デバイス
産業等の指定集積業
種を支援しながら、関
西圏・中京圏への拡
大も視野に入れた企
業誘致を展開



『山陰近畿自動車道（鳥取～福部）』 は、『山陰道』・『鳥取自動車道』・『山陰近
畿自動車道』の3路線を連結する結節点。

中核都市に移行した鳥取市を中心に、鳥取県東部圏域並びに兵庫県但馬地
方の発展を加速させるためにも、平成28年度から着手している計画段階評価の
促進と岩美道路の早期完成を図ること。

ツインポートによる地域活性化

『輸出』
原木
(9,063㌧:対前年4.3倍)

『輸入』
木質バイオマス燃料
(26,168㌧)

鳥取砂丘ｺﾅﾝ空港を「空の駅」化し、鳥取港と結ぶこ
とでツインポート化を図り、高速道路ネットワークにより
周辺観光などの移動の利便性を高めることで交流人
口と地域の活性化を促進！！

経済界の取り組みも加速

鳥取、兵庫、京都の経済団体が山
陰近畿自動車道を活かした圏域全
体の経済活動の活性化について議
論する交流会を開催！！

平成29年12月9日 日本海新聞

「平成29年度鳥取・豊岡・
丹後地域経済団体交流会」

（開催日:平成29年12月8日）

「瑞風」の停車駅に「東浜
駅」が選定され、駅舎のリ
ニューアルやレストラン「ア
ルマーレ」がオープン
地域の魅力も向上！！
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寄港回数

島根原発から30km圏

津波による
浸水想定区域

米子・境港圏域が持つ「強み」を最大限に活かして地域を活性化させるとともに、大規模災害
に備え、周辺圏域を含め地域住民が安心して暮らしていける環境を整えるためにも、弓ヶ浜半
島を縦断する高速道路の整備が不可欠であり、米子・境港間の高速道路の早期事業化に向け
た検討を促進すること。
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島根原発の被災時は約10.5
万人の弓ヶ浜半島を経由した
避難が想定されているが、圏
域内の恒常的な渋滞による
避難活動への影響が懸念さ
れている。

日本海側のゲートウェイとして発展

境港の機能強化が進み取り扱い貨物も増加し、クルーズ船の機構などにより外国人観光客も急増しており、
高速道路の整備により圏域の経済活動を活性化！！

クルーズ船の寄港と乗客数

国道431号の渋滞状況

コンテナ取扱貨物量

H18年に比べ約1.8倍

原木輸入量

大規模避難時の信頼性の高い避難路の確保

避難路とされている国道431号は津波による
水没が懸念されており、高速道路の整備で大
規模避難に確実に対応できる信頼性の高い
避難路を確保！！

乗客数伸率15.8倍

（H29/H20）

平成30年1月19日(金) 日本海新聞

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
数
の
大
幅
な

増
加
な
ど
に
お
け
る
官
民
が
一

体
と
な
っ
た
取
組
が
評
価
さ
れ

た



　供用中区間

凡　　例

　事業中区間

　４車線化要望区間

　未着手区間

　付加車線事業中区間

出典：平成29年度全国高速道路建設協議会春期幹事会配付資料

※部分的な付加車線整備区間は除く

全国（H29末）
路線名 計画延長 供用延長 供用率 供用延長 供用率 供用延長 整備率

山陰道 88.0 57.0 64.8% 74.5 84.7% 6.6 7.5%
鳥取自動車道 38.4 38.4 100.0% 38.4 100.0% 1.1 2.9%
米子自動車道 48.2 27.2 56.4% 27.2 56.4% 8.2 17.0%

81.9% 9.1%

鳥取県42位
※付加車線延長／

計画延長

174.6合計

整備状況 付加車線
設置延長平成29年度末 鳥取西道路供用時

15.980.2%140.170.2%122.6
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岡山県域 鳥取県域

暫定２車線

４車線化後

全国平均事故率
（高速自動車国道）

８件/億台キロ

（件/億台キロ）

出典：鳥取県域－とっとりWebマップ
（Ｈ２４～Ｈ２６発生人身事故）

岡山県域－交通年鑑（岡山県警察本部）
（Ｈ２２～Ｈ２５発生人身事故）

全国平均－第１５回高速道路のあり方検討
有識者委員会資料

米子自動車道の県域別死傷事故率



米子自動車道（蒜山ＩＣ～江府ＩＣ）が通行止めとなった場合は、並走する国道 ４８２号を迂

回路として使用しているが、大型車輌の通行の難所であるとともに、土砂崩落や雪
崩などにより全面通行止めが幾度となく発生するなど、高規格幹線道路の迂回
路としては脆弱である。

暫定2車線供用区間を解消することで、信頼性の高い強靱な高速道路ネットワークを構築し、
国土強靱化を実現する。

■鳥取・岡山の県境部の状況

岡山県

鳥取県

四十曲峠

米子自動車道

国道482号

広域迂回路
約37km

至 米子

三平山トンネル
L=2257m

至 中国道

脆弱な迂回路
（雪崩・土砂崩落など）

積雪による現道立ち往生
（場所：鳥取県江府町下蚊屋）

集中豪雨による土砂崩落
（場所：岡山県真庭市上徳山）
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鳥取自動車道の通行止回数
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社会資本整備総合交付金及び防災･安全交付金の重点的な配分について 
 

《提案・要望の内容》 

人口減少などによる地域の消滅が危惧される状況下で、住み慣れた地域で安心し

て暮らし続け、将来にわたって地域が発展していくためには、地域をつなぐ道路ネ

ットワークなどの整備が不可欠である。 

平成 27 年度には全国に先駆けて県下のすべての市町村が総合戦略を策定し地方

創生に向けた取り組みを進めている中、基礎的な社会インフラ整備の遅れは、地方

の衰退を助長し、地域の存続と活性化を目指す地方の取組を鈍化させることから、

早期整備のため総額を拡大した上で、財政力の弱い地方へ重点的に配分すること。 

 

〔社会資本整備総合交付金〕 

○本県における地方創生に向けた取組の推進に必要となるＩＣアクセス道路整備

や地域を繋ぐ道路ネットワークの強化などのため、総額の拡大と財政力の弱い

地方への重点的な配分が必要。 

〔防災・安全交付金〕 

○豪雪対策や減災防災対策、インフラ長寿命化、通学路の安全対策等、住民の安

全･安心を確保する国土の強靭化と、喫緊の課題である鳥取県中部地震からの着

実な復興を図るため、総額の拡大と財政力の弱い地方への重点的な配分が必要。 

 

 

【配分状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔社会資本整備総合交付金を活用した取組〕 
  ＜観光資源の活用を支援＞ 〔KPI〕観光入込客数 1,100 万人/年(H31) ← 1,008 万人/年(H26) 

 三徳山・三朝温泉(H27.4 日本遺産認定) ⇒ 県道鳥取鹿野倉吉線（三朝町） 

 山陰海岸ジオパーク（広域連携事業）  ⇒ 県道網代港岩美停車場線（岩美町） 

＜経済活動（企業誘致等）を支援＞ 〔KPI〕正規雇用創出 1 万人(H27～H30) 

 山陰道 IC アクセス・高田工業団地アクセス ⇒ 県道大山口停車場大山線（大山町平木～神原） 

 灘手工業団地のアクセス  ⇒ 県道倉吉由良線（倉吉市） 

〔防災・安全交付金を活用した取組〕 
＜平成 28 年度の雪害（国道 373 号で 204 台が立ち往生等）を踏まえた雪寒対策の推進＞ 

 堆雪帯、消雪・融雪施設の整備等 

＜水害・土砂災害や大規模地震に備えるための防災・減災対策、インフラ老朽化対策、通学路の安全対策等＞ 

 河川管理施設、港湾施設等の計画的な維持管理、更新等 
（平成 28 年 3 月に「鳥取県国土強靭化地域計画」「インフラ長寿命化計画」を策定） 

 通学路の合同点検に基づく安全対策 

 米子駅南北自由通路等整備事業による歩行空間のユニバーサルデザイン化の推進等 

 土砂災害防止施設の整備率は 3 割弱と依然として低い状況（約 26%） 

 河川整備率は 5 割弱であり依然として低い状況（約 47%） 

社会資本整備総合交付金 防災安全交付金

Ｈ２８ Ｈ２９

8,983億円

1.00

全国

鳥取県

Ｈ２８ Ｈ２９

11,002億円 11,057億円

全国

鳥取県

1.01
137.7億円 131.6億円

年度 Ｈ３０

8,886億円

39.9億円

Ｈ３０

11,117億円

140.5億円

※当初予算国費ベース

50.6億円

8,940億円

53.0億円


